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投票日

第 ６ 号　 平成２３年 ３ 月

発 行 青 梅 市 選 挙 管 理 委 員 会
青梅市明るい選挙推進協議会

　　　　　男　　５６，７９９人
青梅市の　女　　５６，３３１人
有権者数　計　１１３，１３０人
� （平成22年12月２日現在）

　

こ
の
度
、
平
成
21
年
12
月
よ
り
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
に
は
民
主
主
義
を
貫
く
自
由
・

平
等
・
公
正
の
三
原
則
が
確
立
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

若
年
層
の
選
挙
離
れ
に
は
、
若
い
世

代
の
参
加
意
識
を
早
い
時
期
に
、
家
庭
、

学
校
、職
場
等
に
お
い
て
選
挙
政
治「
一

票
の
重
み
」
の
会
話
を
創
出
す
る
よ
う

な
啓
発
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
昨
年
の
事
業
仕
分
け
に
よ
り
明
る

い
選
挙
推
進
費
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
厳
し
い
情
勢
の
中
、
明
る

い
選
挙
推
進
委
員
の
皆
様
方
に
は
、
啓

発
活
動
等
に
特
段
の
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
当
協
議
会
の
啓
発
活
動
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
年
は
、
混こ

ん
と
ん沌
と

し
た
政
治
情
勢
の
中
、
４
年
に
一
度
の

巡
り
来
る
選
挙
年
で
あ
り
ま
す
。春
早
々

都
知
事
選
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ

れ
る
や
続
け
て
の
市
議
選
、
さ
ら
に
は

秋
口
に
市
長
選
と
度
重
な
る
選
挙
と
な

り
ま
す
。

　

明
日
へ
の
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
き

め
細
や
か
な
気
配
り
と
心
か
ら
な
る
愛

の
手
を
差
し
の
べ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
よ

う
な
人
が
、
舞
い
降
り
る
こ
と
を
期
待

し
、
投
票
率
の
向
上
を
望
み
ま
す
。

投票日
東京都知事選挙�4月10日（日）
市議会議員選挙�4月24日（日）

新
任
あ
い
さ
つ

統
一
地
方
選
挙
を
前
に

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長　

  

中　

村　

芙
久
子

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会　

長　

  

美　

澤　

敏　

平
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　白ばら会は、昭和３９年米沢市に初めて

誕生しました。

　会員相互が政治や選挙に関する知識を高め、あわせて啓発活動を行う

ことを目的としており、市区町村の選挙管理委員会、明るい選挙推進協

議会、社会教育団体の指導・提携により自主的な啓発活動を行っています。

　青梅市では、１１６人の白ばら会員の皆さんに、推進委員のよき理解

者として、各地区の啓発、明るい選挙推進講演会への

参加などにご協力いただいています。

選
挙
の
基
本
原
則

一
、
普
通
選
挙

　
　
財
産
や
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

　
　
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
と
き
に
、

　
　
選
挙
権
や
被
選
挙
権
を
得
る
こ
と

二
、	

秘
密
選
挙

　
　
選
挙
人
が
誰
に
投
票
し
た
か
、

　
　
投
票
の
秘
密
が
守
ら
れ
る
こ
と

三
、	

平
等
選
挙

　
　
性
別
や
社
会
的
身
分
な
ど
に
よ
っ
て

　
　
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

　
　
平
等
に
一
人
一
票
で
あ
る
こ
と

■ 不在者投票って
　名簿登録地以外の市町村（滞
在地）、入所・入院している指
定施設（老人ホーム・病院）な
どで本人の請求により投票でき
る制度です。　
　郵送等による不在者投票を行
う場合は、あらかじめ選挙管理
委員会に申請して投票証明書の
交付を受ける必要があります。

■ 代理投票って
　身体に障害があるなどのため
に投票用紙に記載ができない人
が代筆により投票できる制度で
す。
　申請は口頭でもでき、投票管
理者が補助する人を２人選任（記
載者と立会人）します。
各投票所及び期日前投票所とも
にできます。

■ 期日前投票って
　投票日に都合がつかず、投票
できないときに事前に投票でき
る制度で、投票は、公示・告示
日の翌日から投票日前日までで
きます。
　投票所で所定用紙に投票日当
日に行けない理由(旅行・仕事・
その他)を○で囲むなどにより
提出します。（印鑑は不要）

期日前・不在者投票所

市 役 所 ２ 階
投票時間　8:30～20:00

※公・告示日の翌日から投票日前日

河辺駅前中央図書館
投票時間　9:00～20:00

青梅市審査員賞　　　
成木小　　佐藤　美沙　　成木小　　松崎　亜耶　　第一小　　高橋　彩花
吹上中　　市原　真綾　　西　中　　秋元　優太　　西　中　　岡野　紫花
西　中　　神定　理央　　西　中　　菅崎　航大　　西　中　　楠本　真由
西　中　　正田　彩音　　西　中　　和賀　 結 　　泉　中　　久保　桃歌
泉　中　　武正　朋子　　泉　中　　清水　祐佳　　泉　中　　森内　菜月
泉　中　　工藤　紗綾� （敬称略）

　市内の小・中学校の皆さんに明るい選挙啓発ポスターを募集したところ
２４０点の応募がありました。審査の結果１６点
が青梅市審査員賞に入選しました。　
　平成２２年１２月６日から１０日まで、市役所
１階ホールで展示しました。

西中学校　正田　彩音さんの作品

※期間限定のため選挙の際、ご確認ください。
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「
選
挙
っ
て
、
政
治
っ
て
、
私
た
ち
に
関

係
な
い
」
っ
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

年

金
を
払
っ
て
も
自
分
た
ち
は
も
ら
え
そ
う
も

な
い
し
、
払
う
必
要
が
な
い
の
で
は
、
と
考

え
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
障
害
者
に
な
ん
か
な

ら
な
い
し
、
障
害
を
持
っ
た
子
が
自
分
に
生

ま
れ
る
な
ん
て
考
え
た
く
も
な
い
し
、
と
に

か
く
貯
金
し
て
、
自
分
の
将
来
の
た
め
に
蓄

え
よ
う
」　

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
何
と
か
し
な

き
ゃ
」
な
ん
て
着
実
な
青
年
が
多
い
よ
う
で

す
。
で
も
、私
た
ち
は
、何
時
か
年
を
取
る
し
、

働
け
な
く
な
る
し
、
自
分
の
蓄
え
で
計
算
し

た
よ
り
も
長
生
き
を
し
て
し
ま
っ
た
。
な
ん

て
こ
と
も
起
こ
る
の
で
す
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
っ
て
知
っ
て
い

ま
す
か
？　

孤
島
で
一
人
で
暮
ら
し
て
い
た

わ
け
で
す
が
、
と
て
も
人
が
恋
し
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。
我
々
は
、
生
物
学
的
に
は
、
霊

長
類
人ヒ
ト

科
で
あ
り
ま
す
が
、「
人
間
」
な
の

で
す
か
ら
、
人
と
人
の
間
に
生
き
る
社
会
的

な
動
物
な
の
で
す
。
自
分
が
働
け
な
く
な
っ

た
と
き
、
昔
は
、
子
ど
も
が
扶
養
し
て
く
れ

ま
し
た
。
で
も
、
今
は
難
し
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
？　

自
分
の
子
ど
も
に
自
分
が
見
て
も

ら
う
な
ん
て
。
結
婚
で
き
な
か
っ
た
ら
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
ら
、
離
婚
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
そ
ん
な
社
会
的
な
事
故
が
何
時

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
よ
。
そ
ん
な

と
き
に
、
私
た
ち
を
救
っ
て
く
れ
る
の
が
、

社
会
福
祉
・
社
会
保
障
制
度
な
の
で
す
。

原
案
は
、
官
僚
が
作
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
を
決
定
し
、
国
民
の
暮
ら
し
、
都

民
の
暮
ら
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
法

律
や
条
例
を
決
め
る
の
が
政
治
で
す
。
マ
ス

コ
ミ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
踊
ら

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
や
自
分
の
親
、
自

分
の
子
ど
も
が
ど
う
し
た
ら
社
会
的
な
事
故

が
起
こ
っ
た
時
対
応
し
て
も
ら
え
る
か
、
ど

ん
な
政
策
を
実
行
し
て
く
れ
る
の
か
。
そ
れ

を
見
極
め
て
自
分
た
ち
の
「
選
挙
権
」
を
生

か
さ
れ
な
い
と
そ
れ
こ
そ
私
た
ち
自
身
が
、

野
た
れ
死
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

選
挙
民
が
、
意
識
を
持
っ
て
投
票
す
る
こ

と
で
、
政
治
家
も
し
っ
か
り
と
政
治
を
行
い
、

官
僚
（
役
人
）
も
し
っ
か
り
と
し
た
政
策
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い

ま
す
。「
政
治
」、「
選
挙
」
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
が
生
き
る
た
め
に
、
大
切

な
権
利
で
す
。
政
治
に
、
福
祉
に
、
興
味
を

持
っ
て
あ
な
た
の
大
切
な
選
挙
権
を
行
使
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
あ
な
た
の
、
あ
な
た

の
家
族
の
、
こ
の
日
本

の
将
来
を
決
め
る
の
で

す
。
あ
な
た
自
身
の
こ

と
と
し
て
選
挙
に
臨
ん

で
く
だ
さ
い
。

　白ばら会は、昭和３９年米沢市に初めて

誕生しました。

　会員相互が政治や選挙に関する知識を高め、あわせて啓発活動を行う

ことを目的としており、市区町村の選挙管理委員会、明るい選挙推進協

議会、社会教育団体の指導・提携により自主的な啓発活動を行っています。

　青梅市では、１１６人の白ばら会員の皆さんに、推進委員のよき理解

者として、各地区の啓発、明るい選挙推進講演会への

参加などにご協力いただいています。

　現在「明るい選挙」のシンボルとして広

く使われています。白ばらがいつごろから

使用されたか明らかではありませんが、記録によりますと、明治時代に原
はら

 敬
たかし

や

犬
いぬかい

養 毅
つよし

などの国会議員が胸に白ばらをつけて登院したといわれています。また、

普通選挙運動者が胸に白ばらをつけて民主主義確立に奮闘したそうです。戦後には、

昭和30年の普選30周年、婦人参政10周年記念式典のシンボルに使用されました。

　以来、白ばらの持つ清楚な感じが明るい選挙の目標の１つである“清潔”さを

象徴するものとして、現在では一般に広く使われています。

白ばらの由来 白ばら会とは

区
分

当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

棄権者数
（人）

投票率
（％）

前回投票率
H19.7.29

男 56,562 33,371 23,191 59.00 58.14
女 55,988 32,438 23,550 57.94 57.01
計 112,550 65,809 46,741 58.47 57.58

選挙執行事由　任期満了による
公示日：平成22年6月24日（木）
投票日：平成22年7月11日（日）
投票率は58.47%
� 前回より0.89%上回る

参議院議員選挙結果

福
祉
と
選
挙
に
つ
い
て

青
梅
学
園 

施
設
長　
　

山
下　

望

し
ろ
ば
ら
へ
の
投
稿

青梅市審査員賞　　　
成木小　　佐藤　美沙　　成木小　　松崎　亜耶　　第一小　　高橋　彩花
吹上中　　市原　真綾　　西　中　　秋元　優太　　西　中　　岡野　紫花
西　中　　神定　理央　　西　中　　菅崎　航大　　西　中　　楠本　真由
西　中　　正田　彩音　　西　中　　和賀　 結 　　泉　中　　久保　桃歌
泉　中　　武正　朋子　　泉　中　　清水　祐佳　　泉　中　　森内　菜月
泉　中　　工藤　紗綾� （敬称略）

　市内の小・中学校の皆さんに明るい選挙啓発ポスターを募集したところ
２４０点の応募がありました。審査の結果１６点
が青梅市審査員賞に入選しました。　
　平成２２年１２月６日から１０日まで、市役所
１階ホールで展示しました。

西中学校　正田　彩音さんの作品
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平
成
22
年
10
月
７
日
、
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
主
催
に
よ
る
管
外
研
修
会
が
47

名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

群
馬
県
庁
を
視
察
。
日
本
一
高
い
32
階

ホ
ー
ル
か
ら
赤
城
山
、
妙
義
山
等
の
景
色

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
史
跡
散
策
、
足
利
学
校
は
、
平

安
時
代
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
日
本
最

古
の
総
合
大
学
、
天
文
年
間
に
は
全
国
か

ら
学
徒
３
千
人
が
集
ま
っ
た
と
言
わ
れ
、

こ
の
時
代
に
儒
学
、
医
学
、
易
学
も
発
展

し
た
こ
と
に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
国

指
定
跡
、「
鑁ば
ん
な阿
寺
」
の
境
内
に
は
鎌
倉

期
の
建
物
が
現
存
し
、
四
方
を
堀
で
囲
ま

れ
た
１
万
坪
の
庭
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

産業観光まつりでの啓発活動
寄附禁止を呼びかけながら啓発用　
ポケットティッシュを配る様子　　
日付：平成２２年１１月６日（土）　

明るい選挙推進講演会
講師：岩渕　美克　氏　　　　　　
場所：福祉センター集会室　　　　
日付：平成２２年１２月１８日（土）

群馬県庁前（管外研修会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年１０月７日（木）

管
外
研
修
に
参
加
し
て

調
査
研
修
委
員
長
　
　
野
口
　
健
治

平成２２・２３年度
明るい選挙協議会委員・推進委員・話し合い指導員紹介

◎地区委員長　　　　○　調査研修委員　　　　　△　しろばら編集委員　

地区名 氏　　名 地区名 氏　　名 地区名 氏　　名

青　
　

梅

◎ 細 金 敎 和 会　長 美 澤 敏 平
新　
　

町

◎ 坂 口 芳 文
○ 野 口 健 治 沢　

　

井

◎ 新 井　 満　 ○ 嶋 田 和 夫
△ 並 木　 明　 ○ 野 村 惠 子 △ 内 山 洋 子

　平　　廣　子 △ 田 中 純 子 大 串 有 博
山 畑 愛 子 平　原　美智子 三 神 昌 子

長　
　

淵

◎ 関 塚 昭 子 副会長 宿 谷 信 之
河　
　

辺

◎ 根 岸 勝 信
○ 加　藤　希千代 小 

曾 

木

◎ 山 﨑 英 雄 ○ 福 島 行 雄
△ 中 村 佐 内 ○ 塩　野　スミ子 △ 福 田 和 代

髙　橋　千代子 △ 川　鍋　幸三郎 諏 訪 朝 子
菊 池 菊 江 中 村 君 子 杉 田 道 子

会計◎ 下 元 三 男
成　
　

木

◎ 西 村 達 男 川 杉 賢 一

大　
　

門 

○ 川　島　美知子 ○ 佐 野 廣 司 藤
橋
・
今
井

◎ 吉 永　 武　
△ 菊 地 保 子 △ 野 村　 功　 ○ 中 村 正 夫

原 島 正 雄 武 藤 久 子 △ 中　里　みつ子
立 花 芳 文 木　﨑　惠美子 津 山 信 男
加 藤 元 保 副会長 須 﨑 イ セ 津 山 好 子

梅　
　

郷

◎ 田 中 良 治 東 

青 

梅

◎ 五十嵐　恒　夫
協
議
会
委
員

岡 本 昌 己
○ 伊 藤 君 子 ○ 伊 藤 弥 生 柳 内 敏 久
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指 導 員 田 中 正 哉 中 村 佳 美
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今
年
は
、
都
知
事
選
・
市
議
選
・
市
長

選
と
大
切
な
選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
ろ
ば
ら
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
内
容

も
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
魅
力
的

な
啓
発
広
報
に
な
る
よ
う
考
え
編
集
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
各
自
治
会
に
て
回
覧
さ
れ

ま
す
。
沢
山
の
皆
様
方
に
お
読
み
い
た
だ

き
ま
し
て
投
票
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
ま

す
事
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
ろ
ば
ら
編
集
委
員
一
同

編 

集 

後 

記


